




















要約;北海道の地域性から周産期医療圏を 6 つに分けその各々における現在の医療充足状

況を調査した。新生児医療については各診療圏とも基幹となるべき病院へほほ集約化され

ているが、新生児医療に関わる人員の整備は不十分である。また母体搬送より見たハイリ

スク妊娠の産科医療システム化は不十分であり、それに関わる人員の整備も不十分である。


